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…純真な心で友情と連帯を深め合う
…美しい心と姿で環境を明るくする
…礼儀正しく、高校生としての秩序を守る
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日
頃
よ
り
、滋
賀
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校「
保
護
者
と
教
師
の
会
」

の
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
学
校
創
立
一
〇
三
周
年
と
い
う
伝
統
あ
る
学
校
の
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
北
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
一
年
間
精
一
杯
務
め
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

会
員
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
が
続
い
て
い
る
中
、
様
々
な
学
校
行
事
が
中
止

さ
れ
た
り
縮
小
さ
れ
た
り
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
部
活
動
も
制
限

を
受
け
る
な
ど
、
子
供
た
ち
も
非
常
に
限
ら
れ
た
中
で
一
日
一
日
を

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
世
の
中
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
よ
う
な
中
で
も
笑
顔
で
通
学
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
見
て
お

り
ま
す
と
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
何
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
が
、
楽
し
く
学
校
生
活

を
送
れ
、楽
し
い
思
い
出
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、

会
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
会
へ
の
ご
参
加
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

保
護
者
と
教
師
の
会

会
長

北
田 

由
姫
子 

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
を
願
う

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
、
本
校
教
育
へ
の
ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
学
校
も
社
会
も
様
々
な
困
難
と
試
練

に
直
面
し
て
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く
我
が
国
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。
報
道
に
よ
り
ま
す

と
先
行
実
施
を
済
ま
せ
た
医
療
従
事
者
で
は
新
規
感
染
者
数
が
、
激
減

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
「
切

り
札
」
と
期
待
さ
れ
て
い
た
と
お
り
の
効
果
が
出
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
一
方
で
、
二
回
接
種
し
て
も
発
症
し
て
い
る
事
例
の
報
告
も

あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま
せ
た
か
ら
感
染
症
対
策
は
万
全
と
い
う

こ
と
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。

　

今
後
、
六
四
歳
以
下
の
方
に
も
順
次
接
種
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、

生
徒
を
預
か
る
学
校
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
接
種
を
希
望
す
る
高
校
生

に
早
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
授
業
、
部
活
動
、
生

徒
会
活
動
、
泊
を
伴
う
諸
行
事
な
ど
が
通
常
の
形
で
行
え
る
日
が
一
日

も
早
く
来
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
五
月
に
本
校
は
、
他
の
高
校
に
先
駆
け
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
の
双
方
向
授
業
の
体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。
非
常
時
で

も
学
び
を
止
め
な
い
取
り
組
み
で
す
。
そ
の
他
に
も
、本
校
は
、高
大
連
携
、

留
学
制
度
、
国
際
交
流
を
始
め
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
、
主
体
的
・

対
話
的
な
授
業
な
ど
、
私
学
な
ら
で
は
の
先
進
的
な
教
育
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
は
止
め
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

感
染
症
が
終
息
す
れ
ば
、
以
前
の
と
お
り
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
、
国
内
は
ど
の
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
か
見
通
し
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、
欧
米
の
よ
う
に
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
進
め
ば
、
確
実
に
改
善
さ
れ
る
と
期
待
で
き
ま
す
。
国

や
県
が
収
束
に
関
す
る
新
た
な
指
針
等
を
出
す
ま
で
、
本
校
で
は
、
現

在
の
感
染
症
防
止
対
策
を
継
続
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
に
お
か
れ

ま
し
て
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

衆
知
を
尽
く
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
今
回
の
世
界
的
な
大
流
行

が
終
息
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
恐
れ
る
こ
と
の
な
い
日
常
が

戻
っ
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

校
　
長

那
須
　
文
英



生
徒
会
活
動
報
告
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生
徒
会
で
は
、
体
育
祭
、
文
化
祭
、

す
み
れ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
学
校
行
事

の
企
画
や
運
営
を
中
心
に
日
々
活
動

し
て
い
ま
す
。
先
月
行
わ
れ
た
体
育

祭
で
は
、
あ
い
に
く
の
悪
天
候
に
よ

り
一
日
順
延
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
翌
日
に
は
天
候
も
回
復
し
晴

天
の
下
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
留
意
し
な
が
ら
実

施
で
き
る
新
競
技
を
考
案
し
活
気
溢

れ
る
体
育
祭
と
な
り
ま
し
た
。
閉
会

式
後
に
各
団
か
ら
生
徒
会
に
向
け
て

伝
え
て
く
だ
さ
っ
た
感
謝
の
言
葉
は
、

連
日
夜
遅
く
ま
で
準
備
に
取
り
組
ん

で
い
た
私
達
に
と
っ
て
本
当
に
喜
ば

し
く
、
大
き
な
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

今
年
の
文
化
祭
は
「Ｂ

ｒ
ｅ
ａ
ｋ

ｔ
ｈ
ｅ
　ｌｉ
ｍ
ｉｔ
！

　

〜
限
界
を
超
え

ろ
〜
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
九
月
一

日
（
水
）
は
大
津
市
民
会
館
で
、
二

日
（
木
）
は
本
校
で
開
催
し
ま
す
。

生
徒
一
人
一
人
に
と
っ
て
楽
し
く
思

い
出
に
残
る
行
事
と
な
る
よ
う
、
生

徒
会
執
行
部
お
よ
び
文
化
祭
実
行
委

員
が
一
丸
と
な
っ
て
立
案
や
準
備
に

励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
生
徒
を
率
い
る
の
は
大
変

で
す
が
、
と
て
も
充
実
感
の
あ
る
仕

事
で
す
。
任
期
の
十
月
中
旬
ま
で
、

自
分
の
仕
事
に
責
任
を
持
っ
て
後
悔

の
な
い
よ
う
に
務
め
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
は
、全
校
生
徒
六
九
一
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
、

ま
だ
ま
だ
収
ま
ら
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
（
検
温
、

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
昼
食
指
導
、
マ
ス
ク
の
徹
底
な
ど
）
を
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
毎
朝
、

登
校
時
の
校
門
で
、
マ
ス
ク
越
し
で
は
あ
り
ま
す
が
、
さ
わ
や
か
に
、
清
々
し
い
挨
拶
が

交
わ
さ
れ
、
校
内
全
体
に
活
気
が
あ
ふ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

昨
年
度
の
全
校
集
会
な
ど
は
各
Ｈ
Ｒ
でm
e
e
t

を
使
い
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

度
の
始
業
式
・
対
面
式
は
、
体
育
館
に
て
実
施
を
し
ま
し
た
。
全
校
生
徒
が
集
ま
る
こ
と

が
な
か
っ
た
た
め
か
な
り
新
鮮
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
全
校
生
徒
の
目
、
顔
を
見
る
と
様
々

な
表
情
で
希
望
に
満
ち
た
目
、
顔
を
し
て
い
た
の
で
、
新
た
な
気
持
ち
で
自
分
の
目
標
に

望
む
と
い
う
姿
勢
で
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
教
育
目
標
は
、「
自
ら
考
え

行
動
し
、
誠
実
で
思
い
や
り
の
あ
る
生
徒
の
育
成
」
で
あ
り
、
生
活
指
導
部
で
は
努
力
目

標
と
し
て
、

①　

美
し
い
着
こ
な
し
、
身
だ
し
な
み　
　
　

②　

優
し
い
言
葉
、
思
い
や
り　

③　

マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
を
意
識
し
て
、
自
律

④　

他
と
共
同
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
自
分
の
発
見　

⑤　

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
何
事
に
も
真
摯
に
取
り
組
む　

⑥　

公
共
心
、
奉
仕
の
心
を
育
て
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
学
校

を
軸
に
地
道
な
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
生
徒
に
と
っ
て
も
保
護
者
の
方
々
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
生
涯
の
思
い
出
に
残
る
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、
学
業
、

学
校
行
事
、
部
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、「
自
立
し
た
大
人
」
に
な
る
た
め
に
心
身
の
両
面

で
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

湖
嶺
祭
（
体
育
祭
）
は
、
一
日
目
が
六
月
一
七
日
（
木
）
皇
子
山
陸
上
競
技
場
、
二
日

目
が
六
月
一
八
日
（
金
）
ウ
カ
ル
ち
ゃ
ん
ア
リ
ー
ナ
（
滋
賀
県
立
体
育
館
）
を
使
用
し
、

両
日
と
も
に
半
日
開
催
と
し
ま
し
た
。
生
徒
会
執
行
部
、
体
育
祭
実
行
委
員
、
各
団
の
団
長
、

副
団
長
を
中
心
に
運
営
や
進
行
を
行
い
、
規
模
は
縮
小
と
な
り
ま
し
た
が
成
功
を
収
め
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
の
力
走
や
団
の
協
力
し
合
う
姿
に
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
団
対
抗
応
援
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
で
は
、
各
団
思
考
を
凝
ら
し
た
繊
細
か
つ
華
や
か
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
思
わ
ず
息
を
飲
み
、
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

湖
嶺
祭
（
文
化
祭
）
は
、
一
日
目
が
九
月
一
日
（
水
）
大
津
市
民
会
館
、
二
日
目
が
九

月
二
日
（
木
）
本
校
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
伝
統
の
も
と
、
さ
ら
に
発
展

し
た
未
来
へ
つ
な
が
る
文
化
祭
と
な
る
よ
う
に
内
容
の
充
実
を
図
り
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

に
と
っ
て
楽
し
く
や
り
が
い
の
あ
る
行
事
と
な
る
よ
う
、
生
徒
会
執
行
部
を
中
心
に
文
化

祭
実
行
委
員
と
協
力
し
、
企
画
・
立
案
し
、
準
備
・
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

学
校
の
現
状
に
つ
い
て

生
徒
会
長

樋
口
　
ゆ
い

生
活
指
導
主
任

乙
須
　
一
心

　男子バスケットボール部は３年生４名、２年生
５名、１年生10名の計19名で活動しています。
ベスト16を目指して臨んだ春季総体は残念なが
ら敗戦しましたが、チームとして確かな手ごたえ
を感じる大会となりました。次回の大会では練習
の成果を発
揮できるよ
う頑張って
いきます。

　今年度は３年生７名、２年生８名、１年生12名の計27
名で活動しています。新顧問に清水周先生を迎え、新た
な風を吹き込んでもらっています。インターハイ県予選
では第３位と残
念な結果でした。
ウインターカッ
プ県予選にてリ
ベンジを合言葉
に文武両道で頑
張ります。

バスケットボール部（女子） クラブ紹介クラブ紹介
バスケットボール部（男子）

女子バスケ部公式Ｔｗｉｔｔｅｒ：
https://twitter.com/SJCHSBasketball
女子バスケ部公式Ｉｎｓｔａｇｒａｍ：
https://www.instagram.com/sjchsbasketball/
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　私たち女子ソフトテニス部は、３年生５名、２年
生４名（マネージャー１名）、１年生５名で活動し
ています。団体戦『近畿大会出場』を目標に、日々
の練習を頑張っています。
「心をひとつに全員テニス」をスローガンにし、全
員で切磋琢磨しながら、スポーツの楽しさや礼儀を
学んでいます。

　私たち男子ソフトテニス部は、３年生７名、２年
生３名、１年生２名で活動しています。基礎・基本
を大切にしながら、県大会での初戦突破から、近畿
大会への出場まで、個人個人が目標をもって練習に
励んでいます。ソフトテニスの上達だけでなく、部
員それぞれが考え、チームのための行動ができる
チームを目指して活動しています。

ソフトテニス部（男子）

　バドミントン部は、３年生４名、２年生８名、１
年生２名の計14名で活動しています。本校は滋賀
県強化拠点校の指定を受け、校内での練習のほかに
水曜と金曜は皇子が丘公園体育館で県強化練習に参
加しています。また技術向上のほかに、筋力アップ
を図る目的で、トレーニングにも力を入れています。
県内各種大会では優勝を果たし、全国高校総体や全
国選抜大会に
も出場してい
ます。全国で
の上位進出を
目標に、日々
練習に励んで
います。

　ソフトボール部は、３年生３名、２年生９名、
１年生４名の計16名で活動しています。文武両
道のもと、インターハイ出場を目指し日々活動
しています。将来、一人の立派な人間として活
躍できるよう、
技術だけでは
なく、自ら考
える力を育み、
周りに対する
気遣い、気配
りができる人
間力も身につ
けられるよう
努力していま
す。

ソフトボール部

　吹奏楽部は３年生15名、２年生14名、１年生９名で
活動しています。演奏面でも、部の運営でも、人間関
係においても、「当たり前を当たり前のようにできる
こと」を大切にして、日々の練習に取り組んでいます。
　去る６月３日、吹奏楽祭が開催され、「ひこね市文
化プラザ」で『colorful』を演奏しました。無観客で
したが、精一杯演奏を行いました。
　今後、「第57回
吹奏楽コンクール」、
学校の文化祭での演
奏を行う予定です。
応援よろしくお願い
いたします。

吹奏楽部
　イラスト部は、週３回美術室で活動していま
す。３年生２名、２年生４名、１年生３名の計
９名で活動しています。主な活動は、好きなイ
ラストを自由に描いたり、iPadのアプリを使用
してイラストを描いたりしています。また、文
化祭では部誌の発行、販売もしています。

イラスト部

ソフトテニス部（女子）

バドミントン部
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　３年生５名、２年生18名、１年生20名で活動し
ています。バンド練習が主ではありますが、「部」
として全員で「活動」することを大切にして、週に
一度は必ず全体ミーティングとパート別練習を行っ
ています。先日の野洲でのコンテストでは学校賞部
門で３位を頂き、手応えを感じています。これから
は、「びわ湖秋の音
楽祭」や「大津ジャ
ズフェスティバル」、
校内ライブなど、
様々なイベントに挑
戦したいと思ってい
ます。

軽音楽部
　部員は、３年生19名、２年生３名、１年生６名
（６/１現在）の全28名で活動しています。毎
週火曜日に調理実習を行っており、コロナウイ
ルス感染症予防を徹底しながら様々なメニュー
に取り組んでいます。よく家でも料理をする生
徒、あまり経験がないけれど挑戦してみたい生
徒、それぞれが教えあって実習に励んでいます。

家 庭 部

　講師の先生をお招きして、毎週水曜日に裏千家
茶道のお稽古をしています。お点前はもちろんの
こと、お花やお菓子についても学んでいます。新
型コロナウイルス感染症対策のため、本来のお点
前ができず、自分で点てたお茶を自分で飲む「御
自服」の形で作法を学んでいます。大々的に部員
募集ができず部員は少ないですが、充実した活動
をしています。

茶 道 部
　華道部は、華道家元池坊の講師の先生にご指導いた
だき、その成果を文化祭などで披露しています。
　日本の伝統文化として培われた技術を身につけるだ
けでなく、花々を通して四季に触れ、豊かな感性を養
い、表現力や創造力といった内面を育むことができる
のが生け花の魅力です。現在２年生５名と少人数での
活動ですが、お稽古を通して花や草木の様々な表情を
とらえ、その美しさを作品で表現しています。

華 道 部

　『日々感謝』を合言葉に、バレーボールができる環
境に感謝して、日々練習に励んでいます。新入生９名
が加わり、現在25名で活動しています。新体制で臨ん
だ春季総体はベスト８という悔しい結果となり、多く
の課題が見えた大会となりました。この悔しさを糧に、
全国大会出場を目指し、部員一同より一層練習に励ん
でいます。今後も応援よろしくお願いいたします。

バレーボール部
　現在、硬式野球部は３年生部員９名・２年生部員
16名・１年生部員23名の合計48名で活動していま
す。目標は甲子園初出場という本校での歴史を創り
上げることです。今年で創部して12年目を迎えます。
これからも学校の中心的部活動として活躍します。

硬式野球部
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　卓球部は現在、３年生２名、２年生12名、１年
生３名の合計17名で活動しています。
　「考えて勝つ卓球」をテーマに日々練習に励ん
でいます。卓球技術向上はもちろんのこと、卓球
ができる環境に感謝し、対外試合を通じて自分の
課題と向き合い、乗り越える力をつけ、さらなる
活躍と人間的成長を目指して頑張っていきます。

卓 球 部
サッカー部（女子）は、週５回、テニスコート横や
グラウンドにて活動しています。現在、３年生７名、
２年生３名、１年生８名の計18名が所属しており、
公式戦出場を目標としています。部員の９割は初心
者ですが、楽しみな
がらサッカーに取り
組んでいます。

サッカー部（男子）は２年生７名、１年生10名の計
17名で活動しています。３年生が引退してからは新
体制となり、選手たちが主体となって活動していま
す。限られた時間と場所を有効に利用し、チームと
して強くなってい
くことを目標にが
んばっているので、
応援の程どうぞ宜
しくお願いいたし
ます。

サッカー部

　部員は３年生と１年生の女子２名で、平日はそれ
ぞれのクラブチームにて活動し、休日は県立栗東体
育館で一緒に練習しています。今年度は２名とも６
月に和歌山県で行われました第75回近畿高等学校体
操競技選手権大会に出場しました。無観客での大会
となりましたが、滋賀県代表として精一杯の演技を
しました。今後とも応援よろしくお願いいたします。

体操・新体操部

　陸上競技部は、個人種目・駅伝種目ともに、近畿大会・
全国大会出場を目標に日々の練習に取り組んでいます。
　陸上競技を通して、感謝の気持ちを忘れずに、仲間と
ともに成長し、挨拶やマナーなどの規範意識を身につけ、
学業と部活動の両立を目指しています。
　今後、よりよい成績を収められるよう、日々努力して
参りますので、応援よろしくお願いいたします。
陸上部公式instagram：sumire_trackandfield

陸上競技部

　水泳部は３年生１名
のみで活動しています。
校内にプールがないた
め、外部施設を利用し、
週５日、２時間の練習
を行っています。滋賀
県優勝を目指し日々精
進しています。練習内
容としては，持久力と
スピードをバランスよ
く鍛えるために、考え
ながら練習に取り組ん
でいます。

水 泳 部

　建学の精神「心技一如」の精神のもと、県
大会優勝、全国大会出場を目標に日々稽古に
励んでいます。人に対する思いやりの心、誰
からも必要とされる人を目指し、これからも
文武両道で精進していきます。ご声援よろし
くお願いいたします。

剣 道 部
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　「互いに協力し合い、みんなで一つの大き
な作品を作り上げて、達成感を味わおう」
「観ている人に感動を与え、ダンスの楽しさ
を感じてもらおう」の２つを目標に活動して
います。現在は、９月の文化祭に向けて月、
水、金に練習に励んでいます。

ダンス同好会

　現在、部員は３年生女子２名で、週３回放課後
活動しています。なかなか部員数が増えず悩みな
がらも９月の文化祭での発表に向けて準備、練習
に励んでいます。

演劇同好会
　日本武道館学生書道展をはじめ伊勢神宮奉納
書道展・近江神宮全国献書展・高野山競書大会
など、数多くの書道展へ作品を出品しています。
放課後の活動では、少人数の部員で自らの表現
力を高めることに努力し、一文字一文字に自分
の心を映して表現しようと練習に励んでいます。
創造の場として書道部にて「自由にのびのび書
く心」を育んでいます。今年度は、湖嶺祭パ
フォーマンス書道の規模を縮小した形式で実施
しようと現在考えています。昨年から多くの書
道展が開催されず、活動発表の場が減り本当に
残念です。短い時間でも筆に少しでも触れる機
会を得ようと考えて練習に励んでいます。

書 道 部

　2021年４月１日、滋賀短を笑顔で広報してく
れる生徒スタッフの活動がスタートしました。
　最初の活動は2021年６月12日（土）、オープン
スクール参加者へのおもてなしでした。勉強や部
活動の合間を縫って一生懸命、校舎案内の練習を
重ね、当日は約80組
の方へ案内を行いま
した。
 これからも様々な取
り組みにチャレンジし
ていきます！

　１年生１名が大阪代表として活動しています。
先日行われた国体予選近畿ブロック大会におい
て、団体障害飛越競技で見事優勝しました。
10月１日（金）から行われる三重とこわか国体
に出場します。週６回の練習を重ね、文武両道
で頑張っています。
　応援を宜しくお願いいたします。

広報スタッフ 馬　　術

校内部活動以外の課外活動で活躍する生徒たち校内部活動以外の課外活動で活躍する生徒たち
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「
本
校
の
進
路
状
況
に
つ
い
て
〜

　
　
本
校
の
進
路
指
導
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
」

進
路
指
導
部 

主
任

加

藤

　

陽

介

　

五
年
前
に
発
行
さ
れ
た
本
誌
九
三
号
で
、
当
時
の
進
路
指
導
主
任
・
田
中
和
弘
教
諭
（
今

春
に
定
年
退
職
な
さ
い
ま
し
た
）
は
、「
本
校
の
進
路
状
況
」
を
解
説
す
る
本
コ
ラ
ム
で
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
ま
し
た
。「…

と
り
わ
け
大
学
合
格
者
は
平
成
二
三
年
度
に
の
べ
九
二
名
で

し
た
が
、
今
春
は
一
五
五
名
と
年
々
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
今
後
も
さ

ら
に
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。」

　

五
年
後
の
現
在
。
下
表
の
進
路
結
果
を
見
れ
ば
、
そ
の
数
字
は
二
三
九
と
あ
り
ま
す
。
平

成
二
三
年
は
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
〇
年
前
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
年
間
の

大
学
合
格
者
の
の
べ
数
は
お
よ
そ
二
・
六
倍
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

こ
の
一
〇
年
で
お
き
た
本
校
進
路
の
劇
的
な
変
化
を
象
徴
す
る
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
四
年
制
大
学
進
学
率
の
推
移
に
目
を
む
け
る
と
、
こ
の
一
〇
年
で
お
よ
そ
一
五
％

上
昇
し
、
直
近
の
二
年
で
五
〇
％
を
上
回
っ
て
き
ま
し
た
。
確
か
に
大
き
な
変
化
で
あ
る
こ

と
に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
の
べ
合
格
数
の
劇
的
な
増
加
を
見
た
後
に
こ
れ
を
知
る
と
、

意
外
な
ほ
ど
穏
や
か
な
も
の
に
映
る
の
も
事
実
で
す
。
実
際
、
令
和
二
年
度
卒
業
生
（
二
五

三
名
）
の
う
ち
大
学
進
学
者
は
一
二
九
名
で
あ
り
、
大
学
の
べ
合
格
数
は
先
程
触
れ
た
通
り

二
三
九
で
す
か
ら
、
や
は
り
こ
こ
に
は
大
き
な
開
き
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
何
を
物
語
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

次
の
表
は
、
今
年
四
月
に
本
校
か
ら
大
学
に
進
学
し
た
卒
業
生
が
使
用
し
た
入
試
制
度
の

内
訳
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
表
の
下
の
円
グ
ラ
フ
は
そ
の
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
か
ら
大
学
に
進
学
す
る
者
の
お
よ
そ
半
数
が
、総
合
型
選
抜
（
Ａ
Ｏ
）、ス
ポ
ー
ツ
推
薦
、

指
定
校
推
薦
の
い
ず
れ
か
を
利
用
し
て
進
路
を
決
定
し
、
も
う
半
分
の
者
が
公
募
制
推
薦
、

一
般
選
抜
で
進
路
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
前
の
三
つ
の
入
試
制
度
は
基
本

的
に
専
願
入
試
で
す
か
ら
、
の
べ
合
格
数
と
の
差
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
の
は
も
っ
ぱ
ら
後

の
二
つ
の
入
試
制
度
を
利
用
し
た
受
験
生
だ
と
考
え
る
の
が
自
然
で
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て

計
算
す
る
と
、
公
募
制
推
薦
な
い
し
一
般
選
抜
で
大
学
進
学
を
決
め
た
受
験
生
は
、
一
人
あ

た
り
平
均
で
お
よ
そ
二
・
七
校
の
合
格
を
勝
ち
と
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
二
つ

の
受
験
方
式
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
学
科
試
験
を
主
と
す
る
入
試
で
あ
り
、
基
本
的
に
併

願
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
て
整
理
し
て
み
る
と
、
本
校
の
進
路
状
況
の
変
化
の
中
心
が
一
体
ど
こ
に
あ
る
の

か
が
一
層
は
っ
き
り
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
一
文
で
ま
と
め
る
な
ら
、「
四
年
制
大
学
に
進

学
す
る
割
合
が
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
大
学
合
格
者
の
の
べ
数
の
伸
び
が
顕
著

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
学
力
重
視
方
入
試
で
大
学
に
進
学
す
る
生
徒
の
存
在
が
大
き
い
」
と

な
る
で
し
ょ
う
。

　

で
は
、
以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
校
の
進
路
指
導
に
今
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
何
か
に
つ

い
て
最
後
に
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
学
科
試
験
に
備
え
る
生
徒
へ
の
学
習
指
導
・
支
援
の
充
実
と
、
指
導
期
間
の
長
期

化
に
対
応
し
た
体
制
づ
く
り
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
七
年
前
に
校
内
塾
と
普
通
科
Ⅰ
類

に
一
般
入
試
ク
ラ
ス
を
創
設
し
、
そ
の
運
営
に
工
夫
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
大
学
進
学
が
「
当
た
り
前
」
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
主
体

的
な
進
路
選
択
を
促
す
「
し
か
け
」
や
「
文
化
」
を
い
か
に
学
校
に
定
着
さ
せ
て
い
く
か
と

い
う
問
題
で
す
。
こ
れ
は
、
近
年
い
よ
い
よ
切
迫
し
た
課
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
受
験
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
下
級
学
年
の
う
ち
に
受
験
生
に
な
っ
た
自
分
に
つ

い
て
当
事
者
と
し
て
想
像
を
は
た
ら
か
せ
て
学
校
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

最
後
に
、「
そ
れ
で
も
大
学
進
学
者
は
学
年
の
お
よ
そ
半

数
に
過
ぎ
な
い
」
と
い
う
事
実
に
学
校
と
し
て
常
に
誠
実

に
構
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
と
り
わ
け
、
滋
賀
短
期
大
学

へ
の
進
学
希
望
者
に
つ
い
て
は
、
本
附
属
高
校
と
合
わ
せ

て
五
年
間
の
学
び
に
な
り
ま
す
。
全
国
的
な
「
短
大
離
れ
」

が
進
ん
で
い
る
今
、
学
園
と
し
て
ど
の
よ
う
な
学
び
を
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
く
か
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
進

路
指
導
部
と
し
て
も
自
覚
し
、
改
善
に
寄
与
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
生
徒
の
進
路
決
定
を
進
路
指

導
部
、
学
年
、
学
級
担
任
中
心
に
学
校
全
体
で
支
え
て
参

り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
は
、
何
か
お

気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
担
任
を
通
じ
て
、
ま
た

は
進
路
指
導
部
ま
で
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総合型選抜
（AO）
19%

スポーツ推薦
2%

指定校等
30%

公募制推薦
31%

一般選抜
18%

入試制度 実人数

総合型選抜（AO）

スポーツ推薦

指定校等

公募制推薦

一般選抜

25
3
38
40
23

四年制大学進学者が使用した
入試制度の内訳

（2020 年度本校卒業生）

令和2年度　進路状況（令和3年3月31日現在）

滋賀県立大学（公立）
聖 泉 大 学
長 浜 バ イ オ 大 学
び わ こ 学 院 大 学
びわこ成蹊スポーツ大学
大 谷 大 学
京 都 外 国 語 大 学
京 都 華 頂 大 学
京 都 看 護 大 学
京 都 光 華 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 女 子 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 先 端 科 学 大 学
京都芸術大学(旧京都造形芸術大学)
京 都 橘 大 学
京都ノートルダム女子大学
京 都 美 術 工 芸 大 学
京 都 文 教 大 学
京 都 薬 科 大 学
花 園 大 学
佛 教 大 学
平 安 女 学 院 大 学
立 命 館 大 学
龍 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
大 阪 大 谷 大 学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 芸 術 大 学
大 阪 産 業 大 学
大 阪 樟 蔭 女 子 大 学
大 阪 体 育 大 学
関 西 大 学
関 西 外 国 語 大 学
関 西 福 祉 科 学 大 学
摂 南 大 学
帝 塚 山 学 院 大 学
梅 花 女 子 大 学
大 手 前 大 学
皇 學 館 大 学
岐 阜 協 立 大 学

大 　 学

短 期 大 学

学 　 校 　 名

専 門 学 校

企 業 名

合格数

合格数

合格数

合格数

合格数

1
7
2
1
3
25
1
6
1
13
12
5
9
9
8
35
4
1
10
1
8
14
3
1
5
5
1
14
1
2
1
1
1
7
1
3
2
1
1
2
1

1
2
2
1
1
1
1
1
239

44
1
1
1
1
4
1
3
56

1
1
1
1
2
1
1
2
1
11

1
2
1
2
1
7

2
3
2
2
1
2

1

1
6
1
1
1
1
1
2
1
1
2
3
1
2
1
2
1
1
2
1
1
1
1
62

1
1
1
1
1
1
1
7

岐 阜 聖 徳 学 園 大 学
修 文 大 学
中 京 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
開 志 専 門 職 大 学
倉 敷 芸 術 科 学 大 学
公立鳥取環境大学（公立）
鹿 屋 体 育 大 学（国 立）
 

滋 賀 短 期 大 学
池 坊 短 期 大 学
華 頂 短 期 大 学
京都光華女子大学短期大学部
京 都外国語短期大学
京 都 文 教 短 期 大 学
大阪信愛学院短期大学
関西外国語大学短期大学部

短期大学計

滋賀県立看護専門学校
滋賀県立総合保健専門学校
滋賀県堅田看護専門学校
滋賀県済生会看護専門学校
華 頂 看 護 専 門 学 校
草 津 看 護 専 門 学 校
大阪医療看護専門学校
洛和会京都厚生学校
京都府医師会看護専門学校

計
 

滋賀県立高等技術専門学校
ルネス紅葉スポーツ柔整専門学校
大原簿記ビジネス公務員専門学校
大原簿記法律専門学校
京都IT会計法律専門学校
京 都 医 健 専 門 学 校

京都外国語専門学校
京都芸術デザイン専門学校
京 都 建 築 大 学 校
京都コンピュータ学院
京都歯科医療技術専門学校
京 都 調 理 師 専 門 学 校

京都文化医療専門学校
京都理容美容専修学校
総合学園ヒューマンアカデミー京都校
アフロートネイルスクール梅田校
ESPエンタテイメント大阪
大阪アニメ・声優＆eスポーツ専門学校
大 阪 医 専
大阪ECO動物海洋専門学校
大阪自動車整備専門学校
大阪デザイナー専門学校
大阪ハイテクノロジー専門学校
大 阪 文 化 服 装 学 院
大阪ベルェベル美容専門学校
大 阪 モ ー ド 学 園
OCA大阪デザイン＆ITテクノロジー専門学校
グラムール美容専門学校
H A L 大 阪
ビジュアルアーツ専門学校
放送芸術学院専門学校
履正社医療スポーツ専門学校
代々木アニメーション学院　大阪校
東 関 東馬事専門学校
東京ダンス＆アクターズ専門学校

その他専門学校計

日本郵便株式会社　近畿支社
ALSOK京滋　株式会社
株式会社　塗装工房　ツカサ
日本精工株式会社　大津工場
日東電工株式会社　滋賀営業所
ホンダカーズ　滋賀東
山崎製パン株式会社

就職計

京都

大阪

兵庫
三重
岐阜

滋賀

滋賀

滋賀

滋賀

滋賀

大阪

京都

京都

京都

京都

京都

大阪
大阪

その他

岐阜

愛知
東京
新潟
岡山
鳥取
鹿児島

京都ホテル観光ブライダル専門学校
（旧校名：キャリエールホテル旅行専門学校）

四年制大学合格状況

短期大学合格状況

看護専門学校合格状況

その他専門学校合格状況

就職合格状況

地域

地域

地域

地域

地域

四年制大学計
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四
月
二
八
日
（
水
）
一
六
時
半
か
ら
、
本
年
度
選
出
さ
れ
た
評
議
員
に
よ
る
第
一
回

評
議
員
会
を
も
ち
、
総
会
に
提
出
す
る
議
案
を
審
議
い
た
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
、
五
月
一
五
日
（
土
）
の
「
保
護
者
と
教
師
の
会
総
会
」
お
よ
び
「
後
援

会
総
会
」
の
中
止
の
了
承
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

五
月
七
日
（
金
）
に
両
総
会
の
議
案
の
表
決
の
方
法
を
全
会
員
に
配
布
い
た
し
ま
し

た
。
今
年
度
はC

la
s
s
i

を
用
い
て
議
案
の
表
決
を
行
い
、

五
月
二
一
日
（
金
）
一
三
時
を
締
め
切
り
と
し
ま
し
た
。
過

半
数
の
投
票
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
前
年
度
事
業
報
告
、
会

計
報
告
の
後
、
今
年
度
事
業
案
、
会
計
予
算
案
の
い
ず
れ
も

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本部役員紹介

役職・所属委員会 役員氏名

会長

副会長（青少年育成委員会）

副会長（研修委員会）

副会長（広報委員会）

監事

監事

青少年育成委員会委員長

青少年育成委員会副委員長

青少年育成委員会副委員長

研修委員会委員長

研修委員会副委員長

研修委員会副委員長

広報委員会委員長

広報委員会副委員長

広報委員会副委員長

北　田　由姫子 

吉　田　美　紀 

藤　本　理　恵

広　谷　香　菜

池　田　建　一

山　本　孝　明

長谷川　美佐恵

竹　内　あずさ

田　中　友　秀

加　藤　真　弓

門　　　知　映

星　野　和　子　

林　　　友　美

小　林　智　也

馬　場　啓　和

保
護
者
と
教
師
の
会

総
会
の
報
告

学校法人純美禮学園の令和２年度決算・財務状況報告について
　学校法人純美禮学園の令和２年度決算は、公認会計士の監査、学園監事の監査、理事会・評議員会の承認を得て、確定
いたしましたので報告いたします。
　事業活動収支計算書は、当該会計年度の各事業活動における収支の内容及び均衡の状態を明らかにし、貸借対照表は、
本学園の年度末の資産状況をあきらかにするものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜法人本部＞

事業活動収支計算書 （令和2年4月１日から令和3年3月31日まで） 貸　借　対　照　表
（令和3年3月31日）

1．教育活動収支の部 2．教育活動外収支の部

科　目

年度等
令和2年度
決  算  額

科　目

年度等
本年度末

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

学生生徒等納付金

手数料

寄附金

経常費等補助金

付随事業収入

雑収入

教育活動収入計

人件費

　内：退職給与引当金

教育研究経費

　内：減価償却

管理経費

　内：減価償却

微収不能額等

教育活動支出計

1,083,747

32,909

26,787

559,181

13,885

100,746

1,817,256

1,214,229

16,382

465,257

172,153

134,743

16,449

1,530

1,815,759

1,497

34,023

0

34,023

4,505

0

4,505

29,518

31,015

教育活動収支差額

教育活動外収支差額

経常収支差額

受取利息・配当金

その他の教育活動外収入

教育活動外収入計

借入金等利息

その他の教育活動外支出

教育活動外支出計

3．特別収支の部

〔予備費〕

（参考）

単位：円 単位：円 単位：円

単位：円

単位：円

収
入
の
部

支
出
の
部

資産売却差額

その他の特別収入

特別収入計

資産処分差額

その他の特別支出

特別支出計

0

29,735

29,735

6,933

16,300

23,233

6,501

37,516

△ 99,820

△ 62,304

△ 1,649,976

0

△ 1,712,280

特別収支差額

基本金組入前当年度収支差額

基本金組入額合計

当年度収支差額

前年度繰越収支差額

基本金取崩額

翌年度繰越収支差額

1,881,014

1,843,498

事業活動収入計

事業活動支出計

純
資
産
の
部

純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

資
産
の
部

負
債
の
部

固定資産

  有形固定資産

  特定資産

  その他の固定資産

流動資産

固定負債

流動負債

基本金

　第1号基本金

　第3号基本金

　第4号基本金

繰越収支差額

5,617,341

4,172,210

1,442,416

2,714

696,680

6,314,021

1,018,731

407,125

1,425,856

6,600,445

6,112,850

372,595

115,000

△ 1,712,280

4,888,165

6,314,021

資産の部合計

負債の部合計
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昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
入
学
式
を
無
事
に
終
え
、

二
四
五
名
の
一
年
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
高
等
学
校
で
の
学
校
生
活
を
始
め
る
に
あ
た
り
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
高
等
学
校
で

の
学
習
の
仕
方
や
部
活
動
の
紹
介
、
そ
の
他
学
校
生
活

を
す
る
上
で
必
要
な
様
々
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
基

本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
、
学
習
と
部
活
動
の
両
立
、

そ
し
て
希
望
の
進
路
実
現
な
ど
。
ま
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
は
ク
ラ
ス
の
垣
根
を
越
え
た
仲
間
づ
く
り
が

で
き
ま
し
た
。

　

先
日
行
わ
れ
た
体
育
祭
の
ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ
ー
や
大

縄
跳
び
の
競
技
で
は
、
各
ク
ラ
ス
の
団
結
力
と
生
徒
た

ち
の
力
強
さ
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

着
用
し
た
ク
ラ
ス
Ｔ

シ
ャ
ツ
の
発
想
豊
か

な
デ
ザ
イ
ン
に
も
感

心
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
高
校
生
活

で
は
学
校
行
事
や
ク

ラ
ス
活
動
を
通
し
て

い
ろ
ん
な
困
難
に
直

面
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
時
に

は
周
り
に
い
る
「
よ

き
友
」、「
よ
き
師
」

に
相
談
し
て
乗
り
越

え
、
さ
ら
に
成
長
し

て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

一
学
期
の
第
二
学
年

二
学
年
主
任

奥
田
　
浩
信

　

一
学
期
の
第
二
学
年
は
、
予
定
し
て
い
た
校
外
学
習

が
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
り
延
期
と
な
り
、
残
念
な
思
い
を

し
て
い
ま
し
た
。
な
ん
と
か
実
施
で
き
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
先
日
の
体
育
祭
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
ク
ラ
ス
で
工
夫
を
凝
ら
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
身
に
ま
と

い
、
団
と
ク
ラ
ス
の
た
め
精
一
杯
競
技
し
て
く
れ
ま
し

た
。
特
に
、
我
が
学
年
の
特
長
で
あ
る
人
に
対
す
る
思

い
や
り
が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
、
激
し
い
争
い
の
中
に

も
、
微
笑
ま
し
い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
制
約
の
多
い

体
育
祭
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
十
分
楽
し
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
今
後
は
、
さ
ら
に
ク
ラ
ス
の
団
結
を
高
め
、
文

化
祭
で
の
ダ
ン
ス
の
発
表
に
邁
進
し
て
く
れ
る
も
の
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

い
よ
い
よ
進
路
活
動
本
番
！！

三
学
年
主
任

角
井
　
良
暢

　

二
年
生
で
の
海
外
研
修
が
国
内
研
修
と
な
り
、
さ
ら
に
中
止
と
な
っ
た
時
の
残
念
そ
う

な
顔
を
見
る
の
が
た
い
へ
ん
辛
く
、
少
し
で
も
高
校
で
の
思
い
出
づ
く
り
と
し
て
ナ
ガ
シ

マ
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
校
外
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
校
外
へ
の
活
動
で
あ
り
、

生
徒
達
の
は
し
ゃ
ぐ
様
子
は
、
高
校
生
活
の
良
き
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
に
な
っ
た
も
の
と

感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た　

湖
嶺
祭
の
体
育
祭
で
は
、
練
習
に
励
み
各
団
メ
ン
バ
ー
が
全
力

で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
各
自
の
進
路
希
望
に
向
か
っ
て
活
動
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
す
で
に
Ａ
Ｏ
（
総
合
選
抜
）
入
試
の
活
動
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
思
い
出
を

積
み
重
ね
て
い
く
間
に
も
、
進
路
に
関
し
て
は
動
き
出
し
ま
し
た
。
各
自
ク
ラ
ス
担
任
の

先
生
と
の
面
談
や
進
路
指
導
の
先
生
、
教
科
担
当
の
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
ご
家

庭
と
の
相
談
の
上
、
各
自
の
進

路
希
望
に
向
か
っ
て
動
き
始
め

て
い
ま
す
。
早
く
も
専
門
学
校

等
で
は
エ
ン
ト
リ
ー
の
面
談
に

出
か
け
て
い
く
生
徒
も
い
ま
す
。

Ｈ
Ｒ
の
中
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

進
路
準
備
を
友
達
と
相
談
す
る

姿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

特
に
進
路
に
関
し
て
大
切
な
一

学
期
の
成
績
を
気
に
か
け
て
い

る
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
最
高
学
年
の
後
半

に
な
り
ま
す
。
二
学
期
早
々
の

文
化
祭
で
の
思
い
出
づ
く
り
と

進
路
実
現
に
向
か
っ
て
着
実
な

実
力
向
上
を
目
指
し
て
、
引
き

続
き
生
徒
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

す
ば
ら
し
い
高
校
生
活
の
時
間

と
な
る
事
を
心
か
ら
願
っ
て
お

り
ま
す
。

滋
賀
短
で
の
生
活
ス
タ
ー
ト

一
学
年
主
任

寺
田
　
隆
信
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１年所属・教育総務部
中村　真幸
担当教科

ク ラ ブ

家　庭

家　庭

１年所属・募集企画部
森山　　遥
担当教科

ク ラ ブ

保健体育

サッカー

１年所属・教育総務部
山元　英明
担当教科 地歴公民

１年所属・生活指導部
山本　怜奈
担当教科

ク ラ ブ

地歴公民

吹奏楽

２年所属・教育総務部
大川　雅之
担当教科

ク ラ ブ

外国語（英語）

バドミントン

２年所属・進路指導部
隠岐　桃子
担当教科

ク ラ ブ

家　庭

バスケットボール（男子）

２年所属・生活指導部
乙須　一心
担当教科

ク ラ ブ

保健体育

剣　道

２年所属・募集企画部
杉本　侃哉
担当教科

ク ラ ブ

数学・情報

水　泳

２年所属・募集企画部
澤　　宏一
担当教科

ク ラ ブ

外国語（英語）

演劇同好会

２年所属・教育総務部
中垣　成史
担当教科

ク ラ ブ

数　学

陸上競技

２年所属・募集企画部
門地　正喜
担当教科

ク ラ ブ

外国語（英語）

イラスト

２年所属・教育総務部
山下　鼓子
担当教科

ク ラ ブ

国　語

茶　道

３年所属・教育総務部
岡本　真有希
担当教科

ク ラ ブ

地歴公民

演劇同好会

３年所属・進路指導部
加藤　陽介
担当教科

ク ラ ブ

地歴公民

ダンス同好会

３年所属・募集企画部主任
神原　啓人
担当教科

ク ラ ブ

数　学

ソフトボール

３年所属・進路指導部
佐々木　琳慧
担当教科 国　語

３年所属・生活指導部
名倉　千栄子
担当教科

ク ラ ブ

家　庭

イラスト

３年所属・進路指導部
林　　和子
担当教科

ク ラ ブ

理　科

華　道

３年所属・教育総務部
舟橋　容子
担当教科

ク ラ ブ

家　庭

家　庭

３年所属・進路指導部
保木　　淳
担当教科

ク ラ ブ

地歴公民

硬式野球

３年所属・進路指導部
松永　　稜
担当教科 外国語（英語）

生活指導部主任
北原　　聡
担当教科

ク ラ ブ

保健体育

バスケットボール（女子）

生活指導部　養護
澤　　さつき

非常勤講師 七里　依利奈
担当教科 国　語

非常勤講師 堀村　いずみ
担当教科 音　楽

非常勤講師 藤野　晴夫
担当教科 外国語（英語）

非常勤講師 藤原　沙都
担当教科 書　道

非常勤講師 松本　唱子
担当教科 美　術

非常勤講師 山下　知樹
担当教科 国　語

ALT Nigel Cairns
担当教科 外国語（英語）

事務部
池田　貴彦

事務部
尾田　吉章

事務部
数野　裕恵

事務部
山本　乃里子

令和３年７月21日 （　　）10

すみれん
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校　長
那須　文英

教頭
木村　順子

教頭・募集企画部部長
小林　昌彦

事務部長
大伴　嘉彦

１学年主任
寺田　隆信
担当教科

ク ラ ブ

理科・情報

バドミントン

１年１組
中川　拓夢
担当教科

ク ラ ブ

地歴公民

バスケットボール（男子）

１年３組
渡邉　雅子
担当教科

ク ラ ブ

国　語

茶　道

ク ラ ブ 体操・新体操 ク ラ ブ 陸上競技

１年４組
安田　拓人
担当教科

ク ラ ブ

地歴公民

吹奏楽

１年６組
清水　　周
担当教科

ク ラ ブ

保健体育

バスケットボール（女子）

１年７組
原田　　翔
担当教科

ク ラ ブ

理　科

ソフトボール

１年８組
藤澤　智奈美
担当教科

ク ラ ブ

外国語（英語）

ソフトテニス（女子）

２学年主任
奥田　浩信
担当教科

ク ラ ブ

国　語

バレーボール

２年１組
木部　　遥
担当教科

ク ラ ブ

理　科

体操・新体操

２年２組
志垣　健一
担当教科

ク ラ ブ

数　学

卓　球

２年３組
安田　直紀
担当教科

ク ラ ブ

外国語（英語）

軽音楽

２年４組
沢井　亮太
担当教科

ク ラ ブ

国　語

サッカー

２年５組
松原　由莉佳
担当教科

ク ラ ブ

国　語

華　道

２年６組
岡田　拓馬
担当教科

ク ラ ブ

数　学

ソフトテニス（男子）

２年７組
平野　桂一郎
担当教科

ク ラ ブ

保健体育

硬式野球

２年８組
井上　やよい
担当教科

ク ラ ブ

家　庭

バスケットボール（女子）

３学年主任
角井　良暢
担当教科

ク ラ ブ

国語・情報

書　道

３年１組
西川　智央
担当教科

ク ラ ブ

外国語（英語）

剣　道

３年２組
粟谷　春日
担当教科

ク ラ ブ

外国語（英語）

バレーボール

３年３組
大林　洋平
担当教科

ク ラ ブ

地歴公民

ソフトテニス（女子）

３年４組
横井　智也
担当教科

ク ラ ブ

数　学

ソフトテニス（男子）

３年５組
藤井　美紀
担当教科

ク ラ ブ

保健体育

陸上競技

３年６組
多田　耕平
担当教科

ク ラ ブ

理　科

バスケットボール（男子）

３年７組
奥村　華楓
担当教科

ク ラ ブ

数　学

バレーボール

３年８組
水野　　駿
担当教科

ク ラ ブ

保健体育

硬式野球

１年所属・生活指導部
今村　直貴
担当教科

ク ラ ブ

地歴公民

卓　球

１年２組
小嶋　　都
担当教科

ク ラ ブ

外国語（英語）

ダンス同好会

１年５組
澤　　健一
担当教科

ク ラ ブ

外国語（英語）

軽音楽

１年所属・教育総務部主任
岡村　祐希
担当教科

ク ラ ブ

数　学

吹奏楽

１年所属・進路指導部
辻　　直樹
担当教科

ク ラ ブ

国　語

硬式野球

先生・職員紹介先生・職員紹介
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高校総体の結果報告
春季総体（団体） 春季総体（個人）

バスケットボール部（男子）
バスケットボール部（女子）
ソフトテニス部（男子）
ソフトテニス部（女子）

バドミントン部

バレーボール部
ソフトボール部

体操・新体操部

陸上競技部

剣道部

卓球部

サッカー（男子）

優秀選手：　西　　梨花
ダブルス　　山岡　十夢・大林　治輝　　ベスト 64
ダブルス　　北田　明華子・福井　沙都　ベスト 32
ダブルス　　大石　桃花・松川　華実　　優　勝（インターハイ出場）
　　　　　　清水　幸賀・中西　月渚　　準優勝（インターハイ出場）
　　　　　　髙谷　　渚・安田　茉柚　　第 3位
　　　　　　梶原　遥日・大泉　帆乃奏　第 3位
シングルス　大石　桃花　　優　勝（インターハイ出場）
　　　　　　松川　華実　　準優勝（インターハイ出場）
　　　　　　安田　茉柚、折井　優羽　　ベスト 8

体操　 梅谷　花奈　個人総合　  8 位（近畿出場）
体操　 工藤　未来　個人総合　10位（近畿出場）
円盤投げ　　　　　大森　菜都　6位（近畿出場）
5000mW （競歩）　 布谷　　楽　5位
3000mSC （障害）　山本　朔豊　7位
男子個人　波多野　礼唯　ベスト 8
　　　　　松居　孝太郎　ベスト 16
　　　　　松山　大倭　　ベスト 32
女子個人　桒嶋　陽夏　　ベスト 16
女子ダブルス
舛木　詩菜・木村　理緒　ベスト 32

出場
3位（近畿出場）

出場
出場
優勝

９連続33回目
（インターハイ出場）

ベスト８（近畿出場）
出場

出場

ベスト16
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